ジョウダイ セキチョウ ノ ジンメイ ニオケル レンタイ ジョシ ツ ニツイテ by 崔, 建植
上代籍|帳の人名における連体助詞「つ」について
産建植
上代日本語には連体格を示す助詞として「つJrのJrが」がある。このうち「つJは主
として体言に付・いて述体修飾語を作る用法しか持たず、体言及び活用形の迎体形に付いて
述{本修飾節、述用修飾節の|中で・主格をも示す用法を持つ「のJrが」とは大別される。そ
.れは「天つJr国つJr奥つJr辺つJr内つJr外つ」など場所を示す語に用いる場合が
く、上代にあってもその用法がすでに固定していたようである。このことは、「つ」がや
がて京退する傾向にあったことを示すものと指摘されて;いるほ10
一方、連体助詞「つ」の語源については、古代斡国語の助詞 rsJと同源、ではなし、かと
する山田孝雄氏(1913)の説 t往2に「ひとつJrふたつJなどの数詞における接尾語「つ」が
関係表示の機能を持ったものとする中川浩文氏(19.58)の説山 3)とがある。特に前者は、古
代斡国語との関係を指摘していて注目されるが、その後、山田論を再検討するという試み
はなされていない。このような状況の中で、日本 ・韓国両語に存するこれらの係わり合い
につ.いて、拙稿において三つの観点一機能 ・音価 ・用字ーから、両者に類似性のあること
.を述べたほ40
そしてその際、大宝2年戸籍における人名表記の中には、古事記 ・日本{"J紀 ・万話集γ
どの上代文献における一般名詞では見掛けられなlい述体助詞「つ」の異形態表記〈連体助
ロ司「つJと問機の役割を果たすと見られる「つJ以外のタ行・サ行の形で現れる表記形態
を指す。以下、略して「異形態」とする〉が多く見られることを指摘した。
~~;jでは、この表記面での現れ方を重視し、上代語の人名における述体助詞「つ」表記
及びその異形態をさらに広く観察し、そこに見られる諸相における窓味合いについて音韻
論的な検討を加えることにしたい。なお資料は、大宝2年戸絡を含めて護老戸籍・計帳類
などの正倉院文官に見 lられる人名表記を中心lこ行う。
2. 
正倉院文啓は奈良|時代の戸絡を始めとして叶帳 l・歴名などに多品の人名を残している。
今回調査の対象としたのは、戸籍 ・1.帳 ・歴名 t段5)などに見られる人名表記のうち、道H*
助詞「つ」表記及びその異形態につ lいてである
先ず、戸籍における一般的な迎体助詞「つ」の用例のうち、「つJを表記するもの(用例
A)と 「つJが表記されないもの(用例日〉とを挙げると、次の く表 1>のようになる
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〈表 1)戸籍における連体助詞 .つ」の表記例
用伊IJB Ncl 人名 用例 A • a 
姉 飾郡兜、小飾郡充、問機都売、阿尼都:姉兜・古姉究・子姉宛・真tJlI究・和姉兜・小姉兜、問尼兜・安尼兜・阿泥兜・阿
• 
兜、帥豆売、阿尼豆充、姉つ究、何尼;機売・古阿恨兜・小阿尼克
' 
つ先 ' ' ‘ 
2 福人 阿麻互先 :阿麻売・古阿麻売、阿真児、阿万宛
• 
3 稲 柿都光、稲樟宛、伊奈豆宛 ;稲究・小稲売、伊尼兜 1比稲、稲麻呂
4 脅写 伊披王子.究 :w法先、 U"波比売 1IJ、U"浪、懲麻呂
ち 飯 伊比H.売 :飯兜・忌飯兜・小飯光、伊比光
• 
• 
6 妹 鯨1事兜、伊毛豆売、伊母豆光 ;蜂宛・弟銑兜・古嫌究・子付J兜・IJ.!主主児、付:女・IJ、姥k、伊侍充、伊毛先
• 
7 tr- 馬都信、宮3樟兜 :字麻兜 /J問・荒馬・古J問、字府
• 
8 ，g. 意伎都先 :意伎兜
9 大 大卸売 : 入先/大、大麻呂、意直I~呂
的都把10 的: ;久比売、咋兜/咋、久比麻呂
' I m 黒豆売、黒つ売 ;思兜・真m究・小泉兜、問;女 f黒・小瓜、原人、黒lt.r:?，、久漏麻呂、久御
• 
:麻p.，
12 
、. 官都売、古樟売、占つ宛 :古兜・子兜・人占売・字麻古究・伊麻古兜・伎奴古兜・刀白古宛・政真古兜・府、"・
• 
• (子} -古兜・古j梓・市兜・真日乃1;兜・兜乃古l兜-J品=官兜・平手f兜-tj、古兜・平弥奈古
' • 
:兜 f・(il存呂
13 禍 相都兜、酒棒兜 :依)J[)兜/佐居、佐加麻呂
14 し 志都光、志互先/斯都麻呂、 7U都麻呂 :斯兜
制 • 1、 足jt干豆兜 -志野央
E 
16 ~ß 的tl宛、嶋つ売 的宛・姉崎宛・粟嶋兜・稲~~兜・五百向島兜・意向兜・世嶋兜・川崎兜・古嶋宛・ !
児暢兜・足嶋兜-高嶋兜・千自由党・知嶋兜・tl嶋兜・床嶋兜・時的兜・浪的兜・
'~f\古嶋兜・広嶋売・真崎宛・三簡兜・八崎犯・.1!:嶋宛・ 2f問先・小曲目究、 崎'f，c、
;志麻兜 / 嶋・荒純・:(]岨-Ji.宵嶋 l・大嶋・川~ß・足仰・高嶋・千嶋・知崎・手嶋・
俊仙・民的一織的・広光・真嶋・三嶋・H的・育的八嶋・:!f嶋・tl、崎、志麻、仙
麻呂
17 .m 額弥豆兜 :毘宛・大胆兜・府豊兜/大須弥
た ‘ 18 ①純究、IJ、純兜、多都売、多t.ft兜、多;G〉閥麻呂、純、身組、 小随、多都府呂
立売 1:多都麻呂
• 
' {を)多郡兜、多樟充、多豆兜 1多都府呂:@多麻呂
19 多米 多米つ兜 :比多米兜
ち 知都兜 ' 20 ;知宛/五百智、小知、平知、知府g・符麻呂・子知JUI'?"・JJ?-知麻呂
• 
21 鍛 lK15E売 ;蹴ゲ~-小椴光、止乃兜 1 .1!:乃昨日
22 型軽 止与;豆売 :畏兜・大時党・小聾兜、止j.兜-/J、iK13・犯、 J1:I吐兜/等1j.・IJ、Jt:1子、 野Jlf呂、
:止与府呂
縄 月H波豆宛 • 23 ;縄先・火縄兜・真縄売、平月n波兜/千縄
• 
24 楢 奈良:医兜 -奈良兜
• 
25 lね l恨郵兜、泥Jl.究、府泥;直売 :健児・赤恨兜・算機兜-/J、彼兜.尼兜・(.j尼兜・比厄兜・IJ、比厄兜-/)、尼兜.
• 
(子} ;泥兜・府l柁兇・真柁兜 n帝恨-1)、恨.俄』作品、厄麻i呂l・rd尼麻呂・真庖麻呂、
' 
:粍麻呂
且
' 26 久 比佐:亘兜 -小比佐兜
• 
127 • 野. 比米・都究 :比兜、日兜.姫宛
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28 I 広 l広都究、広
2 1 み
8 
3 I巳 l巳
37lE12 
、 弥豆麻呂‘御豆
j、広児、広女・小広女、 lt目先/広・小広、比呂、広府、8、
1自iJl!f
-赤安先-~
-，ト万，ぃ
、 ft~jJ
日
千Jt兜-_J¥.千
呂
呂
-赤安・大安・加良安・~安・占安
。(14)兄弟聞に見られる「綾麻呂・志部麻呂(1/215)Jのような人名の場合は、「志、都てしつ(倭文)J
と旬、める
。(18)イ の「たつ の管仮名表記と考えちれる。しか 2/223 
53、53、57、63、134、517)、「問先J(2/214)、「回 た1を名の
とする用例もあり、両方とも解せられるので、ここでは仮に「たつ(反)Jと「た+迎体助詞Jと
の両方を回、めておく
。(27)r，佐用比米(万 ・を5・811
あろう
と ように、「姫jの「メ J(甲顕)を乙顕に した例で
。(31 つt松)Jとも解せられるが、用例Bなどにより、ここでは 1音節語の形態、同・ の夜
U己とiEめる
0(35)の用例i
9)見えており
究Jp.56 
大税
として8例(1/100、105、111、126、132、133、136、13
これを I，じ 的用
山本底、 1971年)により、「時Jは f女」を表す
に「先豆売J(2/223、226、233)r女i.n?~
る大野道氏(r続万都仮名の研
名とJ!倣す。戸籍以外では出
2/220、223、226) r女郎女J(2/212) 
t.rどの用例が見当たる
全体として述体助詞「つ」は、民主俊男氏(1973)の分類によって示せば、美濃同(A)・筑
nlJ国(B)・監部j悶(C)・下総国(E)戸籍における人名表記に合わせて 15 !6例見えており、
それぞれれ=1 7 (r都J7， rつJ10)、A2=1 7 (r郁J17)、A3=5 ( r都J5)、A4=2 ( r都
2)、A5=9 ( r都J2、「豆J7)、A6=3 6 (r都J21、「津J15) 、 B~4 9 (r都J1、「立J35 
綬J1、rU1J12)、C2=2 ( r立J2)、C3=2 ( r亙J2)、Et=1 7 (r都J16、rfI!J 1)の分布
を見せている
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表2)戸籍における連休助問 fつJの間部男IJ分布
爪¥ AI Al 八3 A‘ As Aι 日 C2 CJ 肝
都 7 17 『 2 2 21 16 71 
つ 10 10 
iL 7 35 2 2 46 
fil 
it 15 12 28 
'十 17 17 『 2 9 36 49 2 2 17 156 
そして、連体助詞「つJの用字上の特徴として、国郡別使い分けのあることが認められ
る，先ず美濃国の場合、加毛郡において「小都売J(1/57、85)、「根郎売J(1/57、76)、「古
津売J(1/62、65、68、76、78、92)などの一部の用例を除いて、原則的に「都Jは音仮名
「津Jは正司1字に下接し、音 ・副1によって使い分けているのに対して、それ以外において
は、上接字に拘らず音仮名「都J(美濃国共通で見られる)、「つJ(味的問郡のみ)、「豆」
(山方郡のみ)を当てる }筑前国の場合は、 「小短売(1/104)Jのi例を除くと、音仮名には
「都J( r志都麻呂J11121、の l例)・「豆J、正訓字には 「滞Jを当てる。豊前国の上三
毛郡(加目久也里)・仲津郡の場合は、何れも音仮名に当てた 「豆」の用例だけである。下
総国の葛飾郡の場合は、正訓字に当てた 「津J( r嶋津売J1/277)の l例以外には、 一部
の用例(r真都売J1/222、269、「古兵都売J1 222)を除いて、音仮名に下接した「都」が
見当たる。
こうして見ると、全般的には、訓仮名「津.の使い分けを別に考えると、下総国戸籍に
は 「都Jが、筑前国 ・豊前固など所謂西海道戸籍には 「豆」か大勢を占め、美浪国には両
方の用字をしているという特徴がある}特に、美濃国戸籍に見られる多様な用字の現れjj
は、東西の合聞に位置するという地域的な特性によるものと考えられる。しかし、一部の
語誌における次の例のように、美濃国の東国的要素か窺えるものもある。例えは、東国語
とされる「手児(テコ)Jの人名例が、「手古J ( 1 / 18一美~国) 、 「手古売J (1/14、39、40、
85一以上、美濃国)、「手子売J(1/220、228、237，285、287、294、302一以上、下総国)、
「小手子売J(1/228-下総国)、「乎手子売J(1/285一下総国)などのように、西海道戸籍
には l例も現れないで、美濃国と下総国の両国にだけ現れるというのがそれである
3. 
一方、戸籍における上記のような述体助詞 Iつ の一般的な表記に加えて、同じく戸籍
及び計帳 ・歴名などの人名表記において、連体助詞「つ」と問機の役割を果たす、その異
形態と考えられる用例が以下のく表 3)のように、様々な形で多く出て〈ることに注意さ
れる。
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31 墨 須美乃売 :真堅‘小墨
32 た 多刀先 太志宛・平多志究、多 :多麻呂、回麻呂、 多都麻呂、多太底、
' 
次光田孜女、 多須売、 ' ;多太万呂、多須麻g1多都、国次
• 
太須究、回須売 • 
• 
• 
33 辰 :鈍麻呂、 純万呂/ 純、身縄、/J、純、
' 
:純手
• 
34 玉 (宝棒先、玉樟;女) 多真志女
• 
;多麻、荒玉、小玉
玉手記
35 ち (知頁食) 知代先 知志光、知商兜 ;知麻呂、智麻呂 知西
36 殿 等能鍵'宅 ' .殿麻呂、 Jt乃麻呂
37 寅 刀良代先 ' '刀良
• 
e 
38 薗 : .~J府，品、止利麻呂 I 旬、鳥手烏代
• 
39 な 名代光、奈刀光、奈等 奈佐光 ;奈所j府呂、名人 /名多
• 
売 • • 
• 
40 縄 縄手tζ
41 梗 ;領府呂 J梗、硬手、校加手
42 一子 {持;都党、祢埠先) 恨 泥志先 持:奈先、昨奈ft: ，恨麻呂、尼麻呂、泥麻呂、祢麻呂、祢
手セ、尼手也、尼豆 t :万呂/懐手足志
‘ 43 能投 能登志女 ' • 
' 44 法 7よ提光 ;法麻呂
41¥ 火 火豆光 ' ‘ 
46 姫. (比女豆ft:)比先知必 • ~ 
47 枚 投太也 • ;枚夫、比良夫、比Z霊平、性麻呂/ 枚
• 
'田
48 広 広問先、広手先 比良司先 ，広麻呂、広万呂、比只麻呂 / 広、比
: 司、広へ、広多、 広田、広~
49 強 :布A止52
• 
oー r、2 閉止砲 小{誇志完 ;恵問、加躍問、加良問、閉志、 IJ、閉志
51 穂、 官等 也 :w尖古豊待
52 ま j存亘う也、 府刀¥l存刀 J払 麻志充、 麻志k、I作須 麻奈;'e、真名担、 ，麻麻呂 1:真入、麻志、 真須
真等H. 党、 l真須t、j秤世兜 ' 
53 協 :巻手百 '巻手
• 
54 IA 目与須先 ' 
55 み 弥都・、弥豆兜 弥曾兇 弥奈兜 :弥烹l梓呂、 御豆麻呂 /弥等
ぢ6 見 目見代J官、見出JA ;置丸、堅見
57 巳 (身棒先) ;身麻呂、尾麻gI 身、身太、身多、 l
:身都、身、棒、.t.t手
58 8 寓手砲 :富麻呂/育児
9ー
続 好手先、牟A健売 ' ;府、麻呂/椋入、椋手
60 虫 虫多 ビ、虫手先 虫名究、虫名女、虫;虫麻呂、虫万呂/牟志、虫名、血奈、
' 奈 也、牟7む奈先、車;牟応部
• 
志奈Jr.、牟7S那売 • • 
• 
61 立 (う也尿児、立:tlう也、 :kflt ' ' 
女)j.，(知光
' 
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「と2J(止 ・等 ・得)が一部の人名に見られる。次は、サ行音系統の用字例である。「しJ(宏、 怖が
.自・次 ・之 ・斯 ・司)が多く見え、その他 「さJ(佐)、「すJ(須)、「せJ(世 ・西)、「そ1J
(所)、「そ2J(曾)が一部の人名に見られる。そして、ナ行音系統の用字例は、連体助詞 「の」
或いはその古い形とされる 「な」表記の見られる人名例であるだ、これは述体助詞「つJ
及びその異形態と対比するため掲げたものである。ここでは、(21)r古乃売J(1/493)、(3
1) r須美乃売J(1/498)のよう に、明らかに連体助詞 「の2Jの表記例として考えられるも
のが見当たる他、 「那 ・奈/名 ・中Jなどの用字をする「な」が一部の人名に見られている。
なお、男性名の場合も、女性名における異形態の場合と同じ類型の用字が見られる。た
だ、 「・多(太 ・当/回)・・知・・都(豆/津)・-t是(代/手)・・止(等)J仁志、 ・・須 ・・西Jr-那
(奈/名)Jなどのように、男性名を表す接尾語 「麻呂(子 ・人)Jを介さないで連体助詞終 i，:'.o..'i}' ~ 
わりの人名の多数あることが見受けられる。これは、外見上接尾語或いは復合語における・}
後項とも見られるようだが、女性名における連体助詞の用字と全く形を閉じくする点、そ
して男性名の中には連体助詞 「つ」 と考えられる 「伊良部J(1/225)、「古都J(1/71)、「広
津J(6/430)、「身都J(1/36)、「身津J(1/68、70、89)、「安部J(1/60)、「安豆J(1/53)、
「安津J(1/75)、「也里都J(1/71)、「与津J(1/67)のような表記例の存在することなどカ
ら、男性名における連体助詞終りの人名は、この連体助詞「つ」及びその異形態が接尾語
的に固定して使われたものであろうと推察される。「伊良都」は、下総国葛飾郡戸籍に出
てくる人名であるが、上代において「郎子Jr郎女」は古記1・訓注などで 「いらっこJrい
らつめ」と訓み習わしているものである。しかし、上記の1例を除けば戸籍及び計帳類に
おいては、全て女性名に「伊良売J(1/223、226、232、241、248、249、255、269一以上El、
1/293、295一以上E2、1/531ー L3)、「子伊良売J(1/229-El)、「古伊良売J(1/245-El)とい
う音仮名表記で現れ、表記上の相違が見られるが、これは文献の位相差によるものであろ
うか。
また、 表3>における連体助詞 「つ」の異形態と考えられる表記例 74例のうち 29 
例(太斜体の数字)は、 く表1>と重出する語奨の用例であるが、この数値は 〈表 1>にお
ける連体助詞 「つ」の表記例(41例)対比約 71犯を占める割合で、これによって考えて
も連体助詞 「つJ表記とその異形態とに、ある種の緊密な関係が推測されるのである。
さらに、 く表1> <表3>で共通して言えることは、連体助詞に上接する名の形態素の部
-・・
分が、 く表 1>における 「企盤(をあね)都売J(1/33、44)の1例を除けば、全てにおい
て1・2音節の短い音節語であるという点である。これは、井手至氏が上代日本語におけ
る使用語録の音節数について
上代語では、三 ・四音節語か圧倒的に多く、全体の三分のこを占める。…(中略)…三 ・四音節語
についで多いのかニ音節語である。二音節語には、それから種々の語を派生する活基的な語録が多
い。五音節語には二音節語の約半数、六音節語以上のものは非常にすくなくなる。一音節語は、語
数は多くないか、二音節語と問機に国語の基本的な語基で占められている。平安時代以後もー音節
語はほとんどあらたに増加せず、むしろ、その派生語や後合語と餓合して用いられなくなる傾向に
あるから、椙対的比率においては、上代語が一番高いといえる。それだけに、上代語にはー音節語
の同音異義語の数が多く、つぎに示したように、国語のほとんとの音節に亙ってー音節語(語基を
含む)が存在することは注意すべき事実であるー
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と指摘されているようにはヘ日本認における 1・2音節語の全(本から占める比率が低い
という傾向と相反する結果として注目される。言い換えれば、く表 1>の用例Bのようr
ロによる多音節語には述体助詞「つJは付きにくいようである。く表 1>における 1・
2音節語の占める割合がそれぞれ32お(13例)、 68 %( 2 8例)であり、同じくく表 3> 
における 1・2音節語の占める割合がそれぞれ31お(23例)、 s9お(51例)であって
体において 1音節誇対2音節誌の比患が 1: 2という割合になっていることが見受けら
λる。しかし、この比率は、く表 1>とく表 3)とに重出する語訟の頻度ということにr
ると、一気に逆転する。即ち、 1音節認の場合、形態素の示す語義の問題はあるが(く{
び注(8)を参照のこと)、く表 1>に現れた 13例全てにおいて、迎体助詞「つJ;}k. 
己の他、その異形態としても現れるのに対して、 2音節語の湯合は、く表 1>に現れた 2
のうち 16例の異形態が現れるに止まる。この事実から見る限り、 1音節語の嶋合が
2音節語の均合よ lり、道H本助詞「つ」及びその奥形態との結び付きの緊密さがさらに深い
ことが見受けられる
寺に l音節語の場合には、名の怠義部分が捉えにくく、なお同音であるがゆえに同名異
人の出てくる恐れもあって、人名の持つ重要な役目の一つである他者との弁別が保てにく
く江ることが考えられる。この場合、 1音節語の持つこのような怠味上の不明瞭さと語感
上における不安定さを避けるために、例えば、 1音節語の「こ〈子)Jを、人名における
• • • -・ • • • • -・
4 古川 波n古先
• • • • • • • • • • • • 
乎弥奈
を作ったり 古豆先Jr古つ先
古手完Jr古豆売Jr古志、売Jr古自先
としての「こJと女性名接尾認 r7CJのIfHlに述(本助詞を添えることで、音節上の安定化を
ったものと考えられる。上記の他の l音節を持つ人名の場合に
も1るであろう
これに昨じて考えり
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〈表4)前項語による連体助詞異形態の分布 (A群=語義未詳語群、B群ー形態素話群)
分 音 末 タ行音系統 サ行背系統
節 母 前項語 た ち つ て と さ しす せ そ
類 数 音
a さ、た、な、ま 。。。。。。。。。
し、ち、ひ、み、き、ち 。。。 。。
u 
e め、へ、ゑ 。。。。
A 
。ほ、よ、を 。。。。。。。。。。
群 a 
やり、いち、おひ 。。
2 u やす・ 。。
e ため 。
。あご 。
a や(家) {又 。。K 。
み(巳)、ゐ(亥) 。卜¥。。 卜¥
u う(卯) 卜¥。 (又¥
c ね(子)、め(女) 。。。 圃。K 
。こ(子) 。。。¥ 。 トベ
B あま、いな、いは、うま、さか、しま、なは、なら、ひ 。。。 。。a 
群
さ、ひら、みや、わか、いら、しが、たま、とら、ぬか、
ゐや、やか
2 いひ、おき、くひ、すみ、あり、いし、うし、くし、く 。つ。
ヘみ、とり、まき、むし
あゆ、いぬ、すく、たつ、ふく、むく、やぷ 。ド¥. 。ト¥u 
e あね、いね、ひめ、ふせ、しけ 。。。ド¥ ヘ¥
。いも、おほ、くろ、しこ、との、とよ、しほ、すこ、の 。。。。 J 。
と、まよ、もも、よど
く表4)は、 く表 1)く表 3)に現れた連体助詞「つJ及びその異形態を含んだ語震にお
ける前項語の末母音による、その異形態の分布を示したものである {淀川。 上記の表から見
られるように、ここで一つの傾向のある ことが見受けられる。それは、 「つ」 の表記をす
る連体助詞 「つ」の一般的な形においては、前項語の末母音が 〔ーuJの形を取らないこと
である(もっとも、A群に 「やす」の例が見当たるが、これは音仮名 「あ」ともIDめるの
で今は例外として扱う)。 これは上代文献一般についても言えることで、数多くの連体助
詞「つJを含む語黛のある中で、 「迦異土神(金こ三こっちのかみ、上巻)Jr湯都々間締(ゆっ
つまくし、上巻)Jr湯津香木(皇っかつら、上巻)Jr由都麻都婆岐(主主つまつばき、下巻・
歌謡57番歌)J(以上、古事記入「刺遇突智也'¥('，っち、巻 1) J r i勢湾爪櫛(史つつまくし
巻 1) J r湯津社樹(主主っかつらのき、巻2)J(以上、日本書紀)、「於久都奇(おく っき、巻
18・4096)Jr奥津城(主ふっき、巻9・1807)Jr奥津城処(主ムっきところ、巻3・432)Jr湯
都磐村〈主主ついはむら、巻1・22)J(以上、万葉集)、「由都五百筆 (史ついほたかむら、中
臣露詩)J r湯津磐村 (皇ついはむら、御門祭)J r湯都磐村 (塗ついはむら、六月月次)J (以
上、祝詞)のように、「かぐJ(削 I :1 .おく(奥)J rゆ(斎)Jなどこく 限られた語集において現
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B群におけるウ列音-に下接する述体助詞「つJの異形態は
音の連続を避けた形跡、として受け止められるし、 B訴のウ列音以外においても
エ刊+て)rいな ・いは l・さか・ひらJ(ア列+た)など一部の用例を除くと、やはり
こおける同列母音の連続を避けたと考えられることに気付かれるのである
5)日鮮におけるiru体助問 lつJ
~I A ;日 c ]1) F G H K N o F QI E十
|た 19 I 4 4 5 39 
タ l
ち 3 I 3 
女 行 "? 57 43 14 1 3 31 :151 
管 _，. 、 18 1 so 2 5 88 
I 2 J，. 2 ー
E十 99 58 56 14 9 42 28] 
十位
|サ 4 4 2 12 
|行 寸 |3 3 
名 音
せ|
.;. 
E十 4 2 15 
小E十 106 162 3，a， • 2 14 :10 44 298 
E ー、-， 13 I~ 
タ ち i
男 f"r ') 5 8 
音
司，・ 8 1 52 雪 85 、
計 9 52 2 『 108 
性 Jp bl 
サ し
行 l 寸「
名 管 せ
ヰー ¥ 
計 2 
'J、肝 10 |ロ | 2 2 '~ 110 
合計 72 l(刃 2 16 12 49 2 408 
ー
5)は、比較的形態素の語義の明らかなB訴に下接した述{本助詞!つ」及びその
形態の国別分布を示したものである。全体的にーl併して、国別に偏りを見せていること均
分かる。美濃同戸鰯における迎体助詞 Iつ」の多織さは前述した通りであるが、その異好
においてもなお多織さを見せている。この矢i皮肉(A)の場合、全体(40 8例)から占め
る割合が約 35施(14 ，3例〉で、同別では一番優位に立っている。そして、筑前同(B)'. fi
C) ，・ n後r:~](D)など、同海道戸籍に合わせて約 45見(18 ，3例入出雲同大税阪給
に約・1.2お(49例)、その他下総国戸絡(E)に約 4'%( 1 6 例)、 Ll. J背(~iJri十版(L)に約
3先(12例)などである。特に、下総同戸籍においては峨せである人名の散に比べて
1:代 につL、て
体助詞 「つ」の使用度が低く、なお男性名における「馬手J(1/269)の異形態の 1例を除
けば、全部 「つ」の表記ばかりで、{也の国に見られるような連体助詞「つ」の異形態にお
ける多様さとは異なる特徴を見せている。
それから、タ行として現れる連体助詞 「つ」とその異形態との割合が、女性名において
は大体において 53先(1 5 1例)対47施(13 2例入 男性名においては 7お(8例〉対93児
( 1 0 0例)とあって、全体として40児(1 5 9例)対60先(23 2例)となり、異形態の使
用度が勝っていることもー特徴であろう。中でも 「て」の著しい使用(17 3例)が目立ち
次いで 「たJの使用(54例)JI慣である。特に、男性名の場合、全用例において、女性名に
おける 「売Jのような名前に付く接尾語を介さない連体助詞終りのもののみという特徴が
ある これについては恐らく、連体助詞「つ」 及びその異形態が姥尾語的に固定して使わ
れたであろうと前述したが、これは人名における連体助詞 「つ」の使われ方と、古事記 ・-
日本書紀 ・万葉集などにおける一般名詞のそれとは、その文法的機能の異なることと関係
があるように思われる。即ち、人名中に見られる連体助詞「つ」 は、 一般名詞における文
法上の格成分となる 「つJとは多少異なり、形態素間を繋ぐ要素としての機能が強かった
ことが考えられる。男性名における連体助詞終りの人名が多く見られるのも、 「つJ(異形
態をも含めて)が文法上の要素として十分に機能していないことを示していると言えよう q
ただし、男性名における述体助詞終りの用法は、女性名の場合に比べて余りに顕著な相違
の見られるところであり、男性名におけるこのような連体助詞の接尾語的な使われ方につ
いては、機会を改めて論じることにしたい。
また、サ行として現れる連体助詞 「つJの異形態は、用例数においてタ行のそれに比べ
れば遥かに少ない。そして、それは主に 「し」として現れているが、これは恐らく古代韓
国語の持格助詞 fSJの用字と関係しているように考えられるものであり、詳しくは次章
で述べることにする
4. 
さて、連体助詞 「つJの異形態が正倉院文書における戸籍類以外に現れる例としては
管見によれば次のようなものがある。
1) (1)果久太毛乃 (倭名類衆抄・元和本、巻17・7)
(2)蓄介太毛乃 (向上、巻18・15)
2) (1)天皇父市漫押磐皇子及帳内佐伯部位王。(ナカチコ、日本苫紀、巻15・顕宗天皇即位前紀)
(2) 等能乃盗豆~師(殿の仲子し、万葉集 ・ 巻 14 ・ 3438番歌)
(3)百済記云…沙至比脆(日本書紀、巻9・神功娯政62年)
3) (1) <1大伴盤圭王連(日本書紀、巻20・敏遥天皇12年)
③大伴盤呈連(日本書紀、巻21・崇峻天皇元年)
③大伴奴加之古連(聖徳太子平氏伝雑勘文下三所引上宮記)
(2) ①盤圭~(日本書紀、巻18 ・ 宣化2年11月)
②大伴盤圭産連(風土記、肥前国 ・松浦郡)
③大伴佐提比古郎子(万葉集、巻5・871番歌・詞舎)
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石渡姥、此云 己 巴L・1・神代上
4) (1)芝、古止売志門毛(醜乙女 土記・茨誠郡)
2 古事記、上
己・乙 代上)
8 ・ 22~
lf-Jl: a脈問山主主。(神努神女、常陸国風土記・呑島郡
少女八乃己主主也正l11!;.(日本自紀私記 l・乙本、神代上)
コシタリアルシタリ(日本容紀・国史大系牛
アロシ(日本巴紀・図古察本、巻14・雄略21年3月)
守アルシ(日本由紀・図巴奴本、巻17・継体23年3月)
アリヒシ(日本町紀・岩崎本、経22・推古8年2月
アリヒシノ(日本巴紀・図也察本、を17・継体23年3月
地名、巻1・神代上
各巴毘/i.t地名、西大寺資財流記帳・高鹿奈器ー具)
5 
2) ，<-1 
3) UJ出自レ二百済国人素材h窓夜麻尖乃若也。(百済人、新探姓氏鋭・河内国括審 ・依躍迎)
，2~ 依経連同祖。紫祢夜麻美乃君之後也。(向上人、新侠姓氏録・河内国結審 ・ 山河辺)
， 
出自レ二百涜国君男開魚沼窓弥也。(百済人、新探姓氏録・大和国結審・字奴首)
百済国人弥奈子73窓弥之後也。(向上人、新擬姓氏鼠・河内国路奮 ・字努造)
6) (1)奈淀手 〈藤原宮木簡 1
2)平奈女、飽手く平械宮木簡 1>宿奈麻包、牧手女〈平線宮木簡2
国麻呂く平城宮木簡 4
奈子己、宿奈、多須麻呂、志郎多、否手、玉須く長E王家木簡 1> 宿奈女、身手、綱手
聞く長屋王家木簡 3
否|問、馬手〈長毘王家木簡 4> 佐加回、猪手、縄手・く長
1 )における(1)(2)の用例は、それぞれ「木(の)モノ Jr毛(の)モノ
は迎{本助詞「つ」の古い形とされるものである。普通名詞における音仮名
の用例はこの2例のみであるが、く表3)<表5)における人名表記として多数現れた
l・多 ・当 ・大/回Jなどの連体助副の異形態との関連性が考えられよう
!，，H一子」の怠|味で、ともに「ナカチ(コ)Jと訓ま
?
だ
2 )(1)(2)1における「中({中)子J( 
せているが、この他に
4)次以ュ上道県封ι阜壬{中厚。(ナカツコ、日本巴紀、巻10・応神天皇22年
5)息子帳内佐伯部売輪。91名(Itf f" (日本I!?紀・前田本 ・図町奴本、也14・雄略天皇即位前紀)
のような用例が見 られる。(4)における「ナカツコ jは、 (1)(2)と同織の怠味の「第一二子
としての，aJlIであるが、迎{本助詞「つ」の一般的な形の「つ l友紀でおされている。また
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(5)における 「佐伯部売輪」は、上記(1)における「佐伯部仲子」の本名であり、今度はそ
の別名として 「仲手子」という名前が挙げられている。そうだとすると、同一人名に当て
られたこれら 「チ・テJなどの表記例は、連体助詞 「つJの異形態を表すものと見て良い
であろう。なお、 (2)の用例は、 「子」の省記という側面から考えられるものであるが、く表
3 )における男性名に多く見られる連体助詞終りの人名と合わせ考えると、この場合の
「チ」は、連体助詞が接尾語的に固定して使われた用例としても考えられるところである。
(3)における 「サチヒコ」は、日本書紀における百済記引用部分に出てくる人名であるが、
この人物は
-葛城之曾都毘古之女 (古事記、下巻 ・仁徳、)
・葛城墾塗j_!(日本書紀、巻9・神功摂政5年)
・葛木之基塗&真弓(万葉集、巻1・2639番歌)
・葛城曾豆比古 (続日本記、巻10・聖武天平元年8月)
などに見える武内宿禰の子であり、後の仁徳天皇皇后磐之媛の父である「ソツヒコ」に比
定されるものである。原文そのままの引用によるものか、書紀編纂者による改稿が行われ
たものか、確かめられないが、 「至」は上古音 ・中古音の音価がそれぞれ [tied• tliJで
あり、上代における日本漢字音では上古音を反映し、音仮名「ち」として使われたもので
ある。何れにしても、 「サチヒコ」における 「チ」は、連体助詞 「つ」表記のつもりで用
いられたことは明らかであろう。こうして見ると、 2)における「チ」表記も、 く表3)に
おける(46)(61)(62)(63)(68)などに見られる連体助詞 「つ」の異形態 「知」との関連性が
考えられるところである。
3 ) (1)における①②③は、崇峻天皇妃 「小手子」の父の同名異表記であるが、①②にお
ける現れ方は、 2)における(1)(2)のそれと似ている。②における「手」終りの人名は、 く表
3)く表 5)にも多 く見られるところであり、この場合も、連体助詞の異形態のものが接
尾語的に使われた例として考えられよう。戸籍にも 「奴加手J(1/85)、「綬手J(1/79、19
6)などの人名が見える。一方、西宮一民氏は、③における「之」表記を「豆」の誤写とさ
れたが ω へ「之」は音仮名として 「しJ或いは訓仮名として連体格の「の」とも司1める
ので、何れの場合においても、連体助詞 「つJの異形態と考えられるところであり、表記
上の不都合はないものと見られる。また、 (2)における①②③も、「大伴大連金村Jの第三
男の同名異表記である。この「サデヒコ」と前述の「ソツヒコJは、日本書紀によれば、
共に新羅に派遣された経歴があり、金沢圧三郎氏は、「サデヒコJrソツヒコ」を共に「ソ
族の男子」という意味の一種の称号とされている他11 )。この説に従えば「サデヒコ」の 「提
(手)Jも、 く表3)く表5)に一番多く現れている「ヨ ・提 ・代/手 ・出」などの連体助詞
「つ」の異形態のーっとして数えられるものであろう。
4 ) (1)における「シコトメ」は、「シコ2Jの仮名遣いが異なるけれども、恐らく「醜と
売」を表したものであろう。戸籍にも「志、許立売J(1/133)、「定、去売J(2/221)と、乙類
で表記されている。「 トJは、連体助詞「つJの異形態の例であろう。 (2)①②③における
用例は、何れも「石凝と売」を表したものと考えられる。その際の「ド(度)・ト2(止)J
は、頭子音の別〈清 ・濁)及び母音の別(甲類 ・乙類〉をそれぞれ異にしているが、やはり速
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などの用例が見当たるように、連体助詞「つ」の異形態を表したものと考えられる。 その
悶師、として「巴(ミ 2)+ツ+窓Jの語構成が考えられているがほIf)、戸籍煩以外の上代文
に現れている用例は全部甲類の「ミ」だけである。 (4)における「ヲトコJrヲトメ」は
ーーの意味を持つ語であるが、その語源は、「ヲ〈小)+ト(連体助詞「つ」の異形態)+コ(子)J
ヲ(小)tト(連体助詞「つ」の異形態)+メ(女)Jの語構成によるものと考えられる。なお
の男子 l・女子の定、味を持つ「ヲノコJrメノコ」の語源は、「ヲ(男)+ノ(連休助詞)+コ
(子)Jrメ(女)tノ(連体助詞)+コ(子)Jの詰構成と考えられる。この対の類似穏における
す応例は、連体絡という同一機能を担うこれら両助詞(rトJrノJ)の形態分担による，C;"
院分化例として考えられるものであろう
日本世紀古点本における古代斡国関係語誌に対する和訓
それぞれ中世斡国語に現れる「♀詞人ー(上、 u• hwi • S) J 
Oトi!ll人・(下、a• r包・ S)Jrせ羽人岨(南 ・前、 a1・pAi• S) Jを表したものであろう。
この場合の「人(S)Jは、日本語における速体助詞「つJと全く同じ機能を持つ持絡助詞
SJである f舷 1S) 0 (2)の用例も、日本啓紀に現れる古代斡国関係語誌であるが、 ①②にお
け'る rF・志」は、中世斡国語に見える「企・ 4こ(牛、 syo.・SO)Jと「叶-司・吋司(如、 ma
ri・四ari}Jとにおける彼合誌の悶に使われた持絡助詞であり、@@)の「叱」も、人名r
どにおける接尾語的な役割を果たす「ス，1・利(tfi，. 'tf:i)Jの前に使われた持格助詞である。
この 「叱」は、穿母(tf' -)の字母で、日本8紀における古代韓国関係記述以外においては
上代文献にその用例が見|られないものであるが、古代斡国の郷歌では合わせて90の用例
が見受けられ、そのうち約40例が持格助詞として使われており{削ぺ以降の吏読資料に
おける持賂助詞 rSJの代表的な用字とも言えるものである。この他に、古代韓国語にお
ける持格助詞 rSJの用例として推定されているものに、「戸(審母卜)Jr斯(心母S-)Jr子
母tS-)Jr次(情母ts'_ ) Jなどの表記例があり、これらは主に地名表記例から
るものである
ところで、古代斡国語においては、顕子宮-の場合、有気音対無気音の音韻論的対立は存
せず、なお、摩擦音系字母と破線音系字母はこれを区別して使われたと見る見解が一般的
である。ところが後者の場合、中世斡国語におけるハングル表記により推定すると、語
の場合も、これに俸じたと考えられる。しかし、上記例から見るように、持絡助詞 IS
に使われた字母は、障娘音系(戸 l・1折〉と般様音系(子 ・次 l・叱)が交差しており、上記の音
韻論的事実に反する結果となる。このような用字上の混用と、中世斡国語におけるハング
ル表記法、路氏による推定官価 ωIG)を紋拠に、古代斡国語における持絡助詞 rSJの音価
を、拙稿において/stを滋底とする弱般様性陣機管/IS/と推定し、これが二つの形態紫の聞
において「促声的内破化Jという骨組論的機能を遂行するに当たって、内被音/IS'/として
能しながら前接音節が母音・で終わる場合には促戸的な [t]として、有戸子育の末子音を
持つ場合には休止性の(?]として尖現され、 |開官節符である日本5の述体助詞「つJ( [t 
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uJ )と音声的に似ていることを述べた。く表3>く表5>におけるサ行音系統の連体助詞「つ」
の異形態は、古代韓国語の持格助詞 rSJにおける摩擦音と破擦音とが混じる用字(戸 ・斯
・子・次・叱など一Islltsl、これらは何れも日本漢字音ではサ行音、中でも主に 「しJ
として反映されるものである)と、全く軌をーにすると見られるものであり、タ行音系統
のそれは、持格助詞 rSJにおける「促声的内破化Jの機能された現実音としてのItlの、
多様な現れ方として捉えることが出来よう。 (3)の①②における用例と、③④における用
例は、それぞれ同一人名の異表記である。両方と も百済人であり、示された人名における
語義が明らかでないが、前者においては「ソネJrヤマ ミム後者においては 「ミ ナJrホ」
の複合語による語構成からなる人名であると考えられるものである。その語形から、すで
に和習化されたと見られるこれらの同名異表記における 「シ(志 ・子)J rソ2(曾)Jは、複
合語の間で連体格の役割を果たす、連体助詞「つ」の異形態であると考えられる。
6 )における用例は、木簡に見られるものであるが、 一般の上代文献に見られるそれに
比べて、連体助詞 「つ」の異形態において多様な表記例の現れることが見受けられる。(2)
における 「宿奈麻呂J及び(3)における 「宿奈売Jr宿奈」は、 く表3>における 「宿奈麻
呂J(11354、499)、「宿奈売J(1/124、184、356、374、2277)、「宿奈女J(1 309、504)、
「足奈売J(1/8、31、62、89、94)、「乎足奈J(1/11)などにも見える人名表記であり、 「少
ないJ意味を表す形容詞 「スクナシJと係わるものと見倣される。ただ、上代語における
「スクナシ」はク活用であって語幹が「スクナ」であるが、他にも「宿太売J(2/205、22
9、239)、「宿太女J(2/210、211)、「宿提売J(2/203)、「少提J(2/222)、「須古太売J(11 
181、188、200)、「宿古太売J(1/102、141)、「須古多売J(1 10)、「須古提売J(1/174)、
「宿古代売J(1/135)などに見られるような連体助詞 「つ」の異形態 「夕Jrテ」との通用
例が存在することから、 「ナJは連体助詞の 「な」と考えられ、 「スクJも 「スコJと相通
じて用いられたものと考えられる。また、(3)における 「芝、祁多」の場合も、 く表3)にお
ける 「志祁太売J(1/66、79、48)、「志祁太女J(1/18)、「芝、祁多売J(1/10、21、21、44)、
「宏、祁多女J(1/1)、「定、祁回売J(1/34)などの「識しリ意味を表す形容詞「シケシ」の語
幹 「シケJに接続された連体助詞「つ」の異形態 「夕Jとして考えられるものである。(3)
における「否手Jr否回」は共に「稲」を表す「イネ」の交替形「イナ」に連体助詞「つ」
の異形態「テJrタJが接尾語的に使われたものであろう。なお、(3)における「須」表記
は、 く表3>にも幾つかの人名において見られるが、「多須麻呂」は、美濃国加毛郡戸籍に
同様の人名 (r多須麻呂J1/66)があり、「玉須」の場合も、「多真芝、女J(1/14)における
「志」と同様の認識のもとで行われた用字であると考えられる。森山隆氏は、大日本古文
書十六巻に出てくる同名異表記「田須万呂Jr田次万gJに対し、「田次万gJは 「タスキ
マロJと司1むところで、「回須万gJは筆録者の不注意や「キ」の個別的略記法、或いは
「キ」音節の無声化か促音化が考えられると、述べられているが仙ヘ戸籍と木簡とに出
てくる連体助詞異形態の現れ方からすると、「須Jと「次」とは、十分通用の可能な表記
例であると考えられる。
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( 5 )資料は大日本古文書によった。( )内の数字は巻次及ひ頁を示したものである。なお、年次は、
岸俊男『日本古代籍帳の研究J(矯書房、昭和48年)所収の「現存古代籍帳一覧表j を参照した。
A. 1農国味蜂問郡春部里戸諮:702年(1/1-24) 
As美i農国肩県郡肩、里戸籍:702年(1/40-44)
A'i美i興国山方郡三井田里戸籍:702年(1/48-56)
AH 美i護国郡里未詳戸籍1:702年(1/46-47)
A" 1美i農国郡里未詳戸籍3.702年(1/96)
A2美I費国本責郡栗栖太里戸諮:702年0/24-40)
A.美1震国各牟郡中里戸籍:702年(1/44-46)
AD美1震国加毛郡半布里戸籍;702年(1/56-96)
A7九美I農国郡里未詳戸海2:702年(1/47-48)
B 筑前国崎郡川i豊里戸籍;702年(1/97-142) CI :豊前回上三毛郡繕里戸籍;702年(1/142-154)
C~ 豊前国上三毛郡加自久也里戸籍 : 702年(1/155-162、196-197、202、203-204)
C3豊前国仲津郡丁里戸籍:702年(1/162-214) D豊後国郡里未詳戸話:702年(1/214-218)
EI下総国葛飾郡大崎郷戸籍:721年(1/219-291) E2下総国倉麻郡意布郷戸籍:721年(1/292-301) 
E3下総国主F托郡小幡郷戸繕;721年(11301-303) 
G常陸国郡郷未詳戸籍:785年(1/308~317)
I因幡国郡郷戸籍:757年-772年(1/318-323) 
KI近江国志何郡計帳1:724年(11329-330) 
K3近江国志何郡計帳3:729年(1387-389) 
KI近江国志何郡計帳5.731年(1/440-441)
K7近江国志{可郡計帳7;733年(1504-505) 
K9近江国古市郷計帳9.742年(2326-339) 
LI山背国愛宕郡雲上里計帳;726年(11333-352、380)
L3山背国愛宕郡郷里未詳計帳:733年(1/505-549)
F陸奥国郡里未詳戸籍;708年(1/305-308)
H讃岐国郡郷未詳戸港:757年-773年(1/317-318) 
J国郡郷未詳戸籍;757年-765年(1/323-325)
K!近江国志何郡3十帳2:725年(1/331-332)
K.近江国志何郡3十帳4:730年(1/391-392)
K6近江国志何郡計帳6:732年(1/450)
Ka近江国志何郡計帳8:734年(1/621-622) 
L!山背国愛宕郡雲下里計帳:726年(1/353-380) 
い山背国綴喜郡大住郷(?)i十帳;735年(1/641-651) 
MI右京計帳1.733年(1/481-501) 勘右京計帳2:731年(1/502-504)Ms右京計帳3:733年(24/16)
N出雲国大税娠給歴名帳:739年(21201-247) 0越前毘江沼郡山背郷計帳;740年(21273-280)
P東大寺奴縛籍1帳:772年(6427-446) 
02考唱不怠歴名.758年(4344-345) 
o.月借銭靖人歴名:72年(6/314-315)
01班図司歴名;755年(4/81-82)
0，梯事捧物歴名.769年(5/705-708)
05上階宮人歴名:738年(24174-75)
06官人歴名;738年(24/84-85) 07宮人歴名:738年(2485-86) 
08写論疏手実未上人等歴名;744年(24291-292) 伽可充布施経師歴名:746年(24/327)
( 6 )井手至 「古代の語集 1J (阪倉篤義編『講座国語史3(語集史)J所収、大修館書底、昭和46年)
( 7 )阪倉篤義『日本語表現の流れJ( r第二章語集の変遷J、岩波芯底、 1993年)による。氏は問書で
上代議における単音節語か多音節語に移行する現象に対して、「表現法の変化」として捉えられ、その
肥大への方式を(1)接頭語的なものを添えるもの、 (2)接尾語的なものを添えるもの、 (3)説明的要素の
;奮を後に添えて複合語を作るもの、 (4)説明的要素の語を修飾的に前に添えて掩合語を作るもの、(5)語
形を拡張して語としての確立を計るもの、と五つに分けられ、それによって、単音節語の持つ暖昧さに
代わる、より的確な語としての表現を試みると同時に、また、語としての自立性を確立しようとするも
のであったと述べられた。人名における名の形態素としての単音節語の場合は、普通の単音節語におけ
る多音節語への移行の場合と事情は若干異なるであろうが、大体において氏分類の(1)(2)(4)は適用で
きるものと考えられる。即ち「こ(子)Jを含む多くの単音節語に上接するものは(1)(4)の均合であり、
単音節語 ・2音節語における連体助詞「つ」及びその異形態の均合も、男性名における多くの連体助詞
終りの用例の存することから、 (2)の接尾語的なものと見倣すことができょう。
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